
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修内訳 件 数 

教育相談 20 件 

特別支援教育 14 件 

算数 14 件 

アクティブ・ 
ラーニング 

10 件 

国語 ７件 

情報教育 ７件 

英語・外国 
語活動 

３件 

生活・総合 ３件 

技術・家庭 ３件 

その他 12 件 

 派遣学校数 派遣時間 計 

教員 93 校 7,922 時間 

8,417 時間 
事務 
職員 11 校 495 時間 

平成 2８年４月 №２ 

指導主事等を学校等に派遣。  
総派遣件数は前年度を上回る ４０６件！   
校内研修（93件）では、教育相談、特別支援教育、 

アクティブ･ラーニング の依頼が増加！ 

学校教育力向上支援事業。  
退職教職員を小中学校に派遣。支援隊登録

者数は １９０人！  

学びの支援隊の主な業務内容 

・若年教員等の授業の改善に向けた指導 

・教員からの個別の相談への対応 

・授業準備や教材作成 

・放課後や別室での学習指導  

・生徒指導の補助 など 

平成 27年 5月の移転後、センターの研修

室を無料貸出しています。  
教職員の自主的研修や調査研究の場

として６５団体、 ２,６４２人 が利用！ 

 

学校のエンパワーメントを支援する情報をタイムリーに提供するWebサイト！   
昨年度は、トップページだけで、 月平均 ６,２００件 ものアクセスがありました。 
 
センター行事の確認や研修手続きだけでなく、教職員から提供いた 

だいた学習指導案などの情報も掲載しています。 

教育センターでは、センター職員や退職教職員の派遣、Web サイトや教育ライブラリー  

などによる教育情報提供、施設開放等、様々な方法で学校の教育活動を支援しています。 

平成27年度も学校をはじめ多くの教育機関に活用いただきました。 

今回は、平成27年度実績の一部を紹介します。 

 



―平成 27年度相談概況から― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不登校 

●登校刺激の与え方 

●学校との連絡の取り方 

●家庭での過ごし方 

●将来への不安 

・・・など 

不登校

437件

42%

進路・適性

124件

12%しつけ・育て方

117件 11%

交友関係

89件, 9%

神経症等

67件, 6%

学校・教師

66件, 6%

ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ

41件, 4%

教師自身

33件, 3%

家族関係

22件, 2% その他,51件, 5%

昨年度の移転を契機に、県教育委員会において複数の所属に分かれていた相談窓口を 

教育センターに一元化しました。その結果、昨年度の相談総数 3,690 件のうち、 

来所相談は 1,047 件と、昨年度と比べ、約 3 割増加しました。 

不登校

263件, 

32%

進路・適性

127件15%

発達障害

92件, 11%

しつけ・育て方

91件, 11%

神経症等

82件, 10%

交友関係

51件, 6%

学校・教師,41件, 5%

教師自身,37件, 5%

いじめ, 13件, 2% その他, 27件, 3%

Ｈ26 824件 

H27 1,047件 

割 UP! 

  進路・適性 
●高校中途退学を希望する子どもへ

の助言、かかわり方 

●特別支援学級や特別支援学校へ

の就学相談 

●発達障害のある 

 子どもの支援…など 

   しつけ・育て方 
●家族間の養育方針の違い 

●子どもの特性(発達障害を含む) 

●反抗期のかかわり方 

●家庭学習について 

・・・など 

教育相談や特別支援教育に 

関する校内研修や、資料の提供 

を行います。 

相談に応え、学校や家庭のエンパワーメントを支援するために、 

教育センターでは次の活動を行っています。ぜひご活用ください!! 

電話や学校訪問、ケース会議 

への参加等により専門的な助言 

を行います。 

家庭に問題を抱えた児童生徒の環境

改善や SSW への助言、関係機関と

のネットワークづくりを支援します。 

27 年度は 

110 件 

27 年度は 

127 件 

27 年度は 

34 件 
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